
ド

・
シ

ャ

ー

、

と

し

て

い

る

。

マ
ラ
ッ
カ
は
、
ム
ザ

フ
ァ
ー
ル
＝

シ
ャ
ー
の
こ
ろ
に
本
格
的
に
イ
ス

ラ
ム
化
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ

ム
化
の
基
地
と
な

っ
た
。

一
五

一

一
年
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
占
領
に
よ
り
王
国
時
代
が
終
わ

っ
た
。
文
献
と

し
て
、
ト
メ
・
ピ
レ
ス

『東
方
諸
国
記
』
生
田
滋
他
訳
注

(岩
波
書
店
、

一
九
六
六
年

〔特
に
三
七
七
-

四
九
八
頁
、
五
七
五
-

五
九
六
頁
〕
)
、

生
田
滋
「
マ
ラ
ッ
カ
王
国
に
お
け
る
国
家
形
成
の
過
程
」
(山
本
達
郎
編

『東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
権
力
構
造

の
史
的
考
察
』
竹
内
書
店
、

一
九

六
九
年
)
、
和
田
久
徳
「
モ
ス
レ
ム
国

家

マ
ラ
ッ
カ
の
成
立
」

(『東
洋
史

研
究
』
三
四
-

二
、

一
九
七
五
年
)
、
同

「
マ
ラ
ッ
カ
国
諸
王
の
在
位
年

代
」

(『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
二
九
、

一
九
七
六
年
)
、

等
が
あ
る
。

(
2

)

為

邦
　

く

に

を

守

る

こ

と
。

(3
)
曩

の
歳
復
た
厚
恵
を
蒙
り
　

『歴
代
宝
案
』
は
全
体
と
し
て
正
統
八
年

(
一
四
四
三
)
か
ら
天
順
四
年

(
一
四
六
〇
)
ま
で
の
文
書
を
欠

い
て

い
る
。
し
か
し
本
文
書
以
前
に
、
琉
球
と
マ
ラ
ッ
カ
間
に
頻
繁
な
往
来

が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
ト

メ
・ピ
レ
ス

『東
方
諸
国
記
』
は
、

マ
ラ
ッ
カ
王
ム
ザ

ッ
フ
ァ
ル
U
シ
ャ
ー

(注

(1
)
参
照
)
の
時
期
に

レ
キ
オ
人
と
関
係
が
緊
密
で
あ

っ
た

こ
と
を
記
す
。

(
4
)

控

之

羅

麻

魯
　

こ

し

ら

ま

る
。
船

の
琉

球

名

に

つ

い

て

は
〔
一
六

-
二

一
〕

注

(
11
)

参

照

。

1-41-02

琉
球
国
王
よ
り
蘇
門
答
刺
国
あ
て
、
達
古
是
等
を
遣
わ
し
て
速
や
か
な

交
易
を
請
う
咨

(
一
四
六
三
、
八
、
四
)

琉
球
国
王
、
謹
ん
で
蘇
門
答
刺
国
王
殿
下
に
咨
す
。

曩
者
、
音
問
往
来
し
、
儀
物
交
互

せ
る
は
睦
隣

の
要

に
非

ざ
る
無

き
な
り
。

邇
ご

ろ
聞

く
に
、
賢
王
、
恩

は

一
国

に
加
え
、
利
は
四
隣

に
及
び
、
欣
羨

の

至

り
な
り
。
且

つ
、
貴
国

と
敞

邦
と
交
通
す
る
こ
と
自

ら
他

の
比

に
非
ざ

る

も
の
有

り
。
今
、
特

に
正
使
達
古
是
等
を
遣
わ
し
、
礼
物

を
齎

し
て
以

て
寸

謝

を
申

ぶ
。
伏
し

て
希
わ
く
は
、
笑
領
す
れ
ば

幸
と
為

さ
ん
。
亦

た
瑣

砕

の

物
貨
有
り

て
来
船

に
装
載
し
、
殊
方

の
土
産

を
貿
易

す
。
乞
う
、
属

に
令
行

し

て
買
売
を
作
成

し
、
早
や
か

に
回
帰

す
る
を
与

し
て
利
便
な
ら
し
め
ん

こ

と
を
。
須
ら
く
咨

に
至
る

べ
き
者

な
り
。

今
礼
物
を
開
す

緑
雲
段
二
匹
　

柳
黄
三
匹

青
段
二
十
匹
　

腰
刀
五
把

扇
三
十
把
　

大
青
盤
二
十
個

小
青
盤
四
百
個
　

青
碗
二
千
個

右
、
蘇
門
答
刺
国
に
咨
す

天
順
七
年

(
一
四
六
三
)
八
月
初
四
日

呉
羅
麻
魯
　
安
字
号
船

正
使
達
古
是
、
副
使
蒲
嘉
麻

・
衛
巴
路
、
通
事
王



元
を
差
わ
す

注

(1
)
蘇
門
答
刺
　

サ
ム
ド
ラ
＝

パ
サ
イ
。
ス
マ
ト
ラ
島
北
西
岸
の
パ
サ
イ
川

を
は
さ
ん
で
左
岸

の
や
や
上
流

の
サ
ム
ド
ラ
を
故
地
と
し
、
ま
も
な
く

王
権
の
中
心
地
を
右
岸
の
河
口
近
く
の
パ
サ
イ
に
移
し
た
の
で
、
こ
の

名
で
よ
ば
れ
る
。
十
四
-
十
五
世
紀
に
か
け
て
成
立
し
た
と

い
わ
れ
る

現
地
の
歴
史
書

『ヒ
カ
ヤ
ッ
ト

・
ラ
ジ

ャ
ラ
ジ

ャ

・
パ
サ
イ
』
(
H
i
l
l
,

A
.
H
.
1
9
6
0
.
“
H
i
k
a
y
a
t
 
R
a
j
a
-
r
a
j
a
 
P
a
s
a
i
.
a
 
r
e
v
i
s
e
d
 
r
a
m
a
n
i
z
e
d
 

v
e
r
s
i
o
n
 
o
f
 
R
a
f
f
l
e
s
 
M
S
 
6
7
,
t
o
g
e
t
h
e
r
 
w
i
t
h
 
a
n
 
E
n
g
l
i
s
h
 
t
r
a
n
s
l
a
-

t
i
o
n
”
J
M
B
R
A
S
,
v
o
l
.
3
3
-
2
.
2
1
5
p
p
.

)
の
伝
説
的
な
記
述

に
よ
れ
ば
、

イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
し
た
国
王
マ
リ
ク

・
ア
ル

・
サ
レ
が
サ
ム
ド
ラ
を

建
設
し
、
そ
の
子
の
世
代
に
パ
サ
イ
が

つ
く
ら
れ
た
と
い
う
。

一
二
九

七
年
に
死
ん
だ
こ
の
国
王
の
墓
を
は
じ
め
、
支
配
者
た
ち
の
幾

つ
か
の

墓
石
が
発
見
さ
れ
て
サ
ム
ド
ラ
＝

パ
サ
イ
の
年
代
や
そ
の
地
に
つ
い
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
の
、
そ
の
初
期
の
根
拠
地
に
つ
い
て
は
、

パ
サ
ン
ガ
ン
河
畔
や
サ
マ
ラ
ン
ガ
な
ど
諸
説
が
あ
る
。
や
や
西
を
流
れ

る
パ
サ
ン
ガ
ン
川
は
ス
マ
ト
ラ
島

で
も

っ
と
も
長
く
広

い
川
で
、
奥
地

深
く

へ
船
で
入

っ
て
後
背
地
の
生
産
物
を
河
口
に
運
ぶ
の
に
便
利
で
あ

り
、
さ
ら
に
西
の
サ

マ
ラ
ン
ガ
の
港
も
、
サ
ム
ド
ラ
＝

パ
サ
イ
の
版
図

に
あ
り
、
そ
の
繁
栄
に
寄
与
し
た

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
よ
り
先
、
中
国
の
史
料
で
は
至
元
十
九
年

(
一
二
八
二
)
、
二
十

二
年
、
二
十
三
年
に
蘇
木
都
速
、
蘇
木
達
、
速
木
都
刺
、
蘇
木
都
刺
、

な
ど
の
表
記
で
朝
貢
し
た
国
が
あ

り

(い
ず
れ
も

『元
史
』
本
紀
)
サ

ム
ド
ラ
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
明
代

で
は

『
瀛
涯
勝
覧
』
の
蘇
門
答
刺
の

記
事
が

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
満
ち
て
い
る
。
永
楽
三
年

(
一
四
〇
三
)
よ
り

成
化
十
六
年

(
一
四
八
〇
)
に
至
る
頻
繁
な
蘇
門
答
刺
の
朝
貢
は

『明

実
録
』
に
あ
る
。

十
三
世
紀
末

か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
サ
ム
ド
ラ
＝

パ
サ
イ
は
、

マ
ル
コ
・
ポ
ー

ロ
や
イ
ブ

ン

・
バ
ツ
ー
タ
等
も
記
録
を
残
す
よ
う
に
、

中
国
と
イ
ン
ド
方
面
を
む
す
ぶ
航
路

の
寄
航
地
で
、
風
を
待
ち
備
品
や

食
糧
を
入
手
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
交
易
市
場
と

し
て
の
繁
栄

の
時
期
を
む
か
え
る
が
、
十
五
世
紀

に
マ
ラ
ッ
カ
が
勃
興

す
る
と
、
サ
ム
ド
ラ
＝
パ
サ
イ
は
た
だ
の
胡
椒

の
積
出
し
地
と
な

っ
た
。

北
西
ス
マ
ト
ラ
の
胡
椒
は

マ
ラ
バ
ル
産

に
く
ら
べ
て
質
が
劣
る
が
、
中

国
方
面

へ
多
量
に
運
ば
れ
た
。
『歴
代
宝
案
』
の
蘇
門
答
刺
あ

て
の
文
書

は
こ
の
時
期

の
も
の
で
あ
る
。

一
四
六
三
、
六
七
、
六
八
年

の
三
件
の

文
書
が
残

っ
て
い
る
が
、
最
初
の
文
書

の
内
容
に
よ
り
、
こ
れ
以
前
に

も
琉
球
と
の
交
渉
が
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
五
二
〇
年
代
に
、
サ
ム
ド
ラ
＝
パ
サ
イ
は
ス
マ
ト
ラ
島
最
北
端
に

新
興
し
た
ア
チ

ェ
ー
の
支
配
下
に
入

っ
た
。

(
2
)

作

成
　

助

け

て

成

功

さ

せ

る

。

よ

い
よ

う

に

は

か

ら

う

。

1-41-03

琉
球
国
王
よ
り
暹
羅
国
あ
て
、
亜
斯
美
等
を
遣
わ
し
て
速
や
か
な
交
易

を
請
う
咨

(
一
四
六
四
、
八
、
九
)

琉
球
国
王
、
謹
ん
で
暹
羅
国
王
殿
下
に
苔
す
。

窃

か
に
念

う

に
、
躬
ら
会
す

る
に
由
無
け
れ
ば
、
姑

く
此

に
謝
を
叙

ぶ
。


